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八
木
議
員

　

深
浦
駅
前
の
町
有
地
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
前
町
長
は
「
考
え
は

な
い
」
と
答
弁
し
て
い
た
が
、
昨

年
３
月
か
ら
無
人
駅
と
な
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
新
町
長
の
考
え
は
。

ま
た
、
駅
前
の
賑
わ
い
回
復
策
と

し
て
、
駅
正
面
に
桟
橋
を
整
備
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

　

町
長

　

深
浦
駅
前
周
辺
整
備
は
、
町
民

の
安
全
・
安
心
・
利
便
性
を
確
保

し
つ
つ
賑
わ
い
再
生
に
つ
な
が
る

よ
う
段
階
的
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
現
状
は
交
通
結
節
点
と
し
て

の
機
能
を
有
す
る
が
、
周
辺
用
地

の
確
保
が
困
難
で
あ
り
、
土
地
利

用
状
況
や
道
路
網
、
避
難
経
路
、

景
観
な
ど
を
関
係
機
関
や
住
民
等

と
幅
広
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
段
階
で
は
用
地
確
保
が
課
題
で

あ
り
、
そ
の
解
決
が
不
可
欠
で
あ

る
。
桟
橋
整
備
に
つ
い
て
も
、
水

辺
資
源
や
交
通
状
況
、
環
境
影
響
、

安
全
性
、
維
持
管
理
費
を
踏
ま
え
、

駅
前
整
備
と
併
せ
て
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
。

問答

『
現
時
点
で
町
独
自
の
実
施

は
考
え
て
い
な
い
』

　

八
木
議
員

　

物
価
高
で
町
民
生
活
は
年
金
生

活
者
を
中
心
に
一
層
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
全
町
民
に
一
律
１
万
円

の
「
暮
ら
し
応
援
商
品
券
」
を
支

物
価
高
騰
対
策

物
価
高
騰
に
対
す
る
町
独

自
の
商
品
券
支
給
し
て

問

給
で
き
な
い
か
。

　

町
長

　

物
価
高
騰
は
年
金
生
活
者
だ
け

で
な
く
子
育
て
世
帯
に
も
影
響
し

て
い
る
。
町
独
自
で
全
町
民
に
一

律
１
万
円
の
商
品
券
を
支
給
す
べ

き
と
の
提
案
だ
が
、
こ
れ
ま
で
も

国
の
財
源
を
活
用
し
た
商
品
券
配

布
を
行
っ
て
お
り
効
果
は
あ
っ
た

も
の
の
、
現
時
点
で
町
独
自
の
実

施
は
考
え
て
い
な
い
。

答

質問者の動画が
視聴できます。

町民の安全・安心・利便性を
確保し段階的に進める

問
答

深浦駅前の
町有地利活用と整備は

深浦駅前周辺整備

八
や ぎ

木　　史
ふみと

議員

わが町のここが聞きたい
つぶやきつぶやき

物価高、給付も
なければ減税もなし、

どうする！

▲駅前町有地 ▲深浦駅
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わが町のここが聞きたい
『
具
体
的
見
通
し
は
立
っ
て

い
な
い
』

　

八
木
議
員

　

旧
ラ
ー
メ
ン
１
０
１
の
店
舗
貸

付
に
つ
い
て
は
、
３
月
定
例
会
で

応
募
２
件
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、

現
在
も
閉
鎖
中
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
経
緯
と
今
後
の
貸
付
見
通
し

は
。

閉
鎖
中
店
舗
貸
付

旧
ラ
ー
メ
ン
１
０
１
の

今
後
の
見
通
し
は

問

　

町
長

　

旧
ラ
ー
メ
ン
１
０
１
は
令
和
７

年
３
月
末
で
営
業
終
了
し
、
町
は

食
堂
運
営
の
事
業
者
を
募
集
し
た

結
果
２
件
の
応
募
が
あ
り
、
１
事

業
者
と
協
議
を
進
め
た
。
し
か
し

施
設
の
老
朽
化
、
と
り
わ
け
浄
化

槽
設
備
の
問
題
か
ら
事
業
者
が
借

受
け
を
辞
退
し
、
現
在
も
閉
鎖
中

で
あ
る
。
今
後
の
具
体
的
見
通
し

は
立
っ
て
い
な
い
が
、
現
状
の
ま

ま
活
用
で
き
る
事
業
者
が
あ
れ
ば

随
時
協
議
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

答

『
戦
略
的
・
計
画
的
に
活
用

し
、地
域
が
求
め
る
地
方
創

生
事
業
を
展
開
す
る
』

　

八
木
議
員

　

政
府
の
「
地
方
こ
そ
成
長
の
主

役
」
の
方
針
の
下
、
地
方
創
生
交

付
金
を
活
用
し
た
施
策
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
本
町
で
も
今
年
６
月

に
「
深
浦
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
た
。

今
後
、
総
合
戦
略
に
基
づ
き
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組

む
の
か
。

　

町
長

本
年
６
月
、
令
和
７
年
度
を
始

期
と
す
る
５
年
間
の
具
体
目
標
と

施
策
を
ま
と
め
た
「
第
３
期
深
浦

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
た
。
地
方
の

人
口
減
少
が
加
速
す
る
中
、
地
域

経
済
の
維
持
・
活
性
化
と
住
民
生

活
支
援
が
課
題
で
あ
る
。
戦
略
は

大
き
く
４
分
野
に
整
理
さ
れ
る
。

①
多
様
な
世
代
が
活
躍
す
る
仕
事

づ
く
り
と
地
域
活
性
化
（
農
林
畜

水
産
業
活
性
化
、
産
業
集
積
・
新

地
方
創
生
交
付
金

地
方
創
生
交
付
金
の

活
用
は

問答

産
業
創
出
、
人
材
確
保
、
観
光
振

興
、
交
流
人
口
拡
大
）
、
②
選
ば

れ
る
地
域
づ
く
り
と
人
の
流
れ
創

出
（
定
住
促
進
、
都
市
部
へ
の
魅

力
発
信
、
関
係
人
口
拡
大
、
若
者

定
着
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進
）
、

③
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
と

未
来
の
希
望
育
成
（
切
れ
目
な
い

支
援
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、

教
育
充
実
、
子
育
て
世
代
支
援
）
、

④
健
康
で
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の

支
援
（
健
康
寿
命
延
伸
、
地
域
包

括
ケ
ア
深
化
、
安
全
安
心
地
域
づ

く
り
、
公
共
施
設
維
持
、
共
生
社

会
実
現
）
。
地
方
創
生
交
付
金
を

含
む
財
源
を
戦
略
的
に
活
用
し
、

総
合
計
画
の
将
来
像
「
み
ん
な
と

共
に
未
来
を
創
る
〝
ふ
か
う
ら
ま

ち
〟
」
の
実
現
に
つ
な
げ
る
。

『
必
要
で
あ
れ
ば
財
政
支
援

も
検
討
』

　

八
木
議
員

　

町
内
の
訪
問
介
護
事
業
所
は
、

介
護
報
酬
引
き
下
げ
や
物
価
高
騰
、

人
材
不
足
な
ど
で
事
業
継
続
が
困

難
な
状
況
に
あ
る
。
地
域
の
高
齢

者
福
祉
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
、

町
と
し
て
事
業
所
支
援
を
ど
の
よ

う
に
強
化
す
る
か
。

　

町
長

　

訪
問
介
護
報
酬
引
き
下
げ
は
、

全
国
の
高
収
益
性
事
業
所
を
基
に

適
正
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一

方
、
当
町
の
訪
問
介
護
事
業
所
は
、

南
北
に
細
長
い
地
理
や
移
動
時
間

の
長
さ
か
ら
収
益
性
は
高
く
な
く
、

物
価
高
騰
や
人
材
不
足
で
事
業
継

続
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
事
業

廃
止
が
町
民
に
与
え
る
影
響
を
踏

ま
え
、
必
要
で
あ
れ
ば
財
政
支
援

も
検
討
す
る
が
、
一
時
的
支
援
の

効
果
や
他
サ
ー
ビ
ス
と
の
公
平
性

を
考
慮
し
、
適
正
な
支
援
額
を
検

討
し
て
い
く
。

訪
問
介
護
事
業
支
援

訪
問
介
護
事
業
所
へ
の

支
援
は

問答

▲旧ラーメン１０１
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